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研究成果の概要（和文）：牛バベシア（Babesia bovis）培養物を低温感作させて、放出された赤血球外メロゾ
イトを回収した。次に、このメロゾイトを用いてバベシアによる赤血球侵入評価系を確立した。さらに、この評
価系を用いて、牛バベシアのBOV57抗原の機能を解析した。その結果、BOV57抗原に特異的な抗体は、メロゾイト
による赤血球侵入を有意に阻害することが判明した。すなわち、BOV57抗原はメロゾイトの赤血球侵入に重要な
役割を果たし、牛バベシア病に対する新たなサブユニットワクチンの候補抗原として活用できる可能性を明らか
にした。

研究成果の概要（英文）：The Babesia bovis culture was subjected to a cold treatment to induce the 
release of merozoites from infected erythrocytes, and the free merozoites were collected. Next, an 
erythrocyte invasion assay for Babesia was established using these free merozoites. Subsequently, 
the erythrocyte invasion assay was used to investigate the role of Babesia bovis BOV57 antigen in 
the erythrocyte invasion by merozoites. The findings showed that the antibodies specific to BOV57 
antigen significantly inhibit the invasion of merozoites into bovine erythrocytes. This observation 
suggested that the BOV57 antigen plays an important role in the invasion of merozoites into 
erythrocytes. Therefore, BOV57 is a potential candidate antigen for the development of subunit 
vaccines against bovine babesiosis.
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１．研究開始当初の背景 
 
ウシバベシア（Babesia bovis）は宿主赤血

球内に寄生し、増殖〜破壊〜再侵入を繰り返
すことで赤血球を次々と溶血させ、発熱、貧
血、血色素尿、黄疸などの深刻な病害を引き
起こす。しかし、いまだ有効なワクチンが開
発されていない。特に、既存のバベシアの試
験管内培養系では原虫のステージ別増殖（侵
入→分裂→脱出）を同調化させることができ
ず、原虫が赤血球へと侵入する様を正しく評
価できない問題点があった。最近我々はバベ
シア培養物を低温下に感作すると大量のバ
ベシアが赤血球外へと放出される現象を見
いだした。この研究シーズを活用して、ウシ
バベシアによる赤血球侵入評価系を確立す
ることとした。 
 
２．研究の目的 
 
本研究課題では、我々が最近見いだした研
究シーズを応用して、その放出バベシアを用
いた赤血球への侵入評価系の確立を提案す
る。さらに、我々は赤血球侵入に関連する原
虫組換え抗原とその特異抗体のライブラリ
ーをすでに保有しており、本評価系を活用し
て赤血球侵入を阻止できるバベシアワクチ
ンの候補分子を絞り込む。 
 
３．研究の方法 
 
バベシア培養物を低温下に感作させ、赤血
球外へと放出されたバベシアを回収・精製し、
非感染赤血球への感染（侵入）効率を測定す
ることで、最適の赤血球侵入評価系を確立す
る。次に、赤血球侵入に関連した各種組換え
抗原に対する特異抗体を単独、あるいは様々
な組み合わせで介入させ、それぞれの原虫の
赤血球侵入阻止効果を検証する。さらに、最
も赤血球への侵入を阻止できるサブユニッ
トワクチンを提案する。 
 
４．研究成果 
 
① 牛バベシア培養物を低温感作させて回収
した赤血球外メロゾイトを用いた“バベ
シアによる赤血球侵入評価系”を確立し
た（発表論文③）。 
② ベトナム、タイ、スリランカ、及びエジプ
トに分布するバベシアの赤血球侵入に関
わる原虫因子の遺伝子多型について解読
した（発表論文②、④、⑤、⑥、⑧、⑨、
⑬）。 
③ バベシアの阻害剤を簡易にスクリーニン
グできる評価系を確立し、阻害剤のいくつ
かの候補を同定した（発表論文⑩、⑫）。 
④ バベシアのバイオイメージング解析に有
効な遺伝子組換え原虫の作製系の改良に
成功した（発表論文⑦、⑪）。 
⑤ 牛バベシアの BOV57 がメロゾイトの赤血

球侵入に重要な役割を果たし、牛バベシア
病に対する新たなサブユニットワクチン
の候補抗原として活用できる可能性を明
らかにした（発表論文①）。 
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